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＜解説＞ 

溶接ビード形状に大きな影響を与える溶接条件として、溶接電流と溶接速度がある。 
形成されたビード形状をその二つの条件で整理したのが、5 コマ目の図となる（三田常夫氏提供）。何

事もほどほどが良いようで。 
小電流かつ高速域、または大電流かつ低速域において何が起きるのかは、５コマ目の図と、バッテン第

六話に出てくる入熱の式とを、照らし合わせながら考えてみてほしい。 
大電流かつ高速域においては、アンダカットと呼ばれる溝が止端（シタン）に沿ってできる。 
溝は応力集中の原因となるので怖いのである。さらに、大電流かつ高速域においては、ハンピングビー

ドと呼ばれるビード幅が不規則で瘤（こぶ=hump）状のビードが形成される場合もある。 
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